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霧島市立溝辺小学校（８学級 児童数 ９１ 名）  

TEL： 59－2204  FAX： 59－3781 
https://www.mct.ne.jp/users/mizosyo/ 

     学校だより１０月号（第７号）  

 

◆◇ １１月・１２月の主な行事予定 ◇◆ 

※ 行事は，変更になることがあります。学級
通信等でも必ず確認をお願いします。 

【１１月】 

１日(日)～７日(土) 地域が育む「かごしまの教育」県民週間 
２日(月)、４日(水)～６日(金) 学校参観週間 
２日(月) 人権教室 
４日(水) OHANA楽団お話会③ 
５日(木) みぞべ祭り②③（１・２年） 
６日(金) 命の教育プロジェクト③（５・６年） 
     学校農園芋ほり 

１１日(水) 移動図書館 
      ＰＴＡ理事会 
１６日(月) 小中合同研修会【竹子小】 
      ※ 全学年４校時、給食後下校 
１７日(火) ※ １～３年５校時 
１９日(木) 竹子小との交流学習（６年） 
２０日(金)～２６日(木) 
      小中連携家庭学習強化週間 
２１日(土) 市ＰＴＡ連絡協議会研究大会 
２３日(月) 子どもと一緒に読書の日 
２７日(金) 創立１５０周年記念行事②③（予定） 

【１２月（上旬）】 

１日(火) ※ １～４年５校時 
第３回学校運営協議会 

２日(水) 九電みらいの森環境教育（４年） 
３日(木) 学級ＰＴＡ【下学年⑤、上学年⑥】 

第２回学校保健員会 
４日(金) 森林教育１回目４年 
４日(水)～１０日(木) 人権週間 
５日(土) 日韓親善子供大使受け入れ家庭説明会⑴ 
８日(火) むくのみっこ読書会（１～３年） 

１０日(木) 移動図書館 
１２日(土) 土曜授業 
      コミュニティ・スクールの日 
      ＰＴＡバザー 
１６日(水) 森林教育２回目（４年） 
１７日(木) スクールカウンセラー来校 
            みやまコンセール歌唱指導 
１８日(金) プログラミング教室（６年） 
２１日(月) 岩元みさ氏（ＰＯＮちゃん）講演 
２２日(火) 考古学教室（６年） 
２３日(水) 子どもと一緒に読書の日 
２４日(木) ２学期終業式 

□１０月生活目標 
気持ちの良いあいさつや言葉づかいをしよう 

□１０月保健目標 
目を大切にしよう 

□１０月給食目標 
食事と運動・休養のかかわりについて考えよう 
食後は、チャイムがなるまでしずかに待とう 

〝思い〟を伝える 
～ 子供の感情に共感するときの関わり ～ 

           校長 小城 孝洋 

 

 この時期の溝辺小の朝は、運動会に向けて、

大きな声で応援団の練習をする子供、その近く

で除草の〝ちょボラ〟をしている子供、遊具で

体力つくりをしている子供、自主練習をする金

管バンドの子供、そして、それぞれの活動を支

援している職員、見ていて朝から清々しい気持

ちになります。溝辺っ子はすごいです！！ 

さて、シチズン時計株式会社が行った、「親

子のふれあい時間」調査～小学生の子どもを持

つ共働き夫婦 400 組対象～（2025 の調査）の

中で、親子の会話時間の現状は、【平日】母親：

約１時間３４分、父親：約５２分 【休日】母

親：約２時間３分、父親：約１時間４０分で、

平日よりも会話時間が増えるものの、年々会話

時間は減少傾向とのことです。学年による変化

については、高学年になるほど会話時間が短く

なる傾向のようです。因みに、「会話内容」に

ついては、①友達の話 ②学校行事の話 ③遊

びの話（ゲームなど） ④先生の話 ⑤ 世間

話 の順位で、１０年前の調査と同様、「人間

関係」の話題が中心となっているようです。 

 私は、家庭において「人間関係」のことを相

談できるということは、〝あなたの存在を大切

にしているよ〟〝あなたのことを見ているよ

〟というメッセージを伝えることができてい

ると考えます。この伝え方を〝アイ・メッセー

ジ〟といい、〝自分を主語にして、目に見えた

事実をそのまま伝えること〟を大切にする方

法です。〝自分の視点〟で話すのがコツで、「最

近のあなたは、〇〇〇のように感じて心配なん

だけど、大丈夫？」と、「大丈夫？」だけでは

なく、〝自分の思い〟を加えて伝えるのがポイ

ントです。そして、私たち大人が子供の感情に

〝共感〟するとき、相手の感情に寄り添う力

（情動的共感）と相手の立場や状況を客観的に

理解する力（認知的共感）のバランスが重要だ

と言われます。私たち大人は、子供の感情に引

きずられすぎず、「行動や背景」に意識を向け

て対話することを意識したいです。 

溝辺小ＨＰ 



愛校作業へのご協力ありがとうございました！ 

６時３０分開始の早い時刻からの愛校作業

にも関わらず、多くの保護者の皆様にご参加い

ただきました。日頃できない場所もしていただ

き、非常に助かりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市社会科作品審査会】 特選 ５年 落水田 真愛 ６年 米山 智佳 

【市理科研究記録審査会（ジオパーク）】 最優秀賞 ６年 地久里 朱音 

【県作文コンクール市審査会】 特選 １年 小堀 陽丸 

【南日本硬筆展】 推薦 ６年 久保田 有里 

【地区図画作品展】 特選 ５年 髙橋 類 

 

９月から ALT として外国語指導

をしてくださるマイケル先生です。 

 

4 

 

 

パース出身 

【１・２年 動物とのふれあい】 

【５年 STEAM教育】 

【３・４年 

不審者対

応訓練】 

【ラジオ体操】 

【６年芸術鑑賞会】 

【交流給食】 

【読み聞かせ】 


